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研究成果の概要（和文）：　色字共感覚において、文字と色の連想関係には規則性がある。まず、日本語文字に関する
共感覚色の決定要因を調べた結果、平仮名の共感覚色は、文字順序に強く影響され、読みや形状にも影響されていた。
文字を学習する発達過程を考慮したモデルを提案したが、このモデルは、言語によらず，共感覚色決定過程を説明でき
る。
　次に、非共感覚者に対して、文字と色の連想関係の規則性を調べた。その結果，使用頻度の高い文字ははっきりした
色が選ばれ，その傾向は共感覚者と一致した。共感覚傾向の強い非共感覚者グループは、様々な連想関係を持っていた
。共感覚的認知が様々な規則性に依存し、それが時間的安定性につながることを示唆している。

研究成果の概要（英文）：Grapheme-color synesthesia research has revealed certain regularities in grapheme-
color associations. First, the determinants of synesthetic color were investigated for Japanese graphemes.
 Results revealed that ordinality was the strongest predictor of synesthetic colors for Hiragana character
s, followed by sound, and visual shape. A new model is proposed which takes into account the developmental
 process of grapheme learning. The model provides comprehensive explanation of synesthetic determination p
rocesses, including the differences across writing systems.
Second, regularities in grapheme-color association were compared across non-synesthetes. They tended to as
sociate more frequent graphemes with more distinctive colors, consistent with synesthetes. The high-synest
hetic group in non-synesthetes produced a wider variety of associations. This finding suggested that their
 synesthetic traits depend more on one-to-one regularities, which lead to their higher consistency over ti
me.
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１．研究開始当初の背景 
 たとえば、コーヒーカップ単独の認知は、
認知心理学における代表的な物体認知の説
明モデルであるジオン理論 (Biederman, 
1987)で主張されるような、単純な部品(ジオ
ン)を組み合わせる過程で達成されていると
考えられるが、カフェの中でのコーヒーを飲
む状況では、洗練されたコーヒーカップ形状
（視覚）や、取っ手の材質感（触覚）、煎れ
たてのコーヒーの香り（嗅覚）と苦み（味覚）、
コーヒーを啜る音（聴覚）など、五感すべて
の情報が同期して、カフェの中でのコーヒー
カップそのものの認知に結びついているに
ちがいない。すでに、マルチモーダル認知と
呼ばれる様々なモダリティ間の統合現象が
取り上げられていた(Spence & Driver, 2004)
が、いずれも情報統合の可否や限界を規定す
るような現象を見いだそうとする研究段階
に留まっている。そこで、機能局在する脳情
報処理メカニズムにおける情報統合の存在
意義に関する認知心理学的研究による解明
を目的とし、その目的に沿って共感覚という
現象を中心に取り上げることにした。 
 共感覚(Synesthesia)とは、１つの感覚を元
にして、複数の感覚が得られる現象であり、
我々の五感を隔てる壁がそれほど厚くない
と感じさせてくれる現象である(Robertson 
& Sagiv, 2005)。すなわち、音を聞いたり、
数字を見たりすると、色を感じるなど、２つ
以上の感覚が統合する認知現象を指す。これ
は、誰でも体験できる認知ではなく、共感覚
者と呼ばれる特殊な集団の認知特性である
と考えられている。医学的には 18 世紀の初
頭から共感覚者の存在が報告されていたが、
脳内メカニズムが検討され始めたのは比較
的最近である。たとえば、1993 年に書かれ
た共感覚に関する里程標的著書 (Cytowic, 
1993)では10万人に１人が共感覚者といわれ
ていたが、それよりかなり高確率、たとえば
１％以上の割合で存在する可能性も論じら
れているようになった(Simner, et al., 2006)。
更に最近の研究により、共感覚に関するいく
つかの特性が明らかになっていた。たとえば、
共感覚者同士が複数感覚の組合せにおいて
すべて同じ対応関係であることは稀である
個人特異性を持つが、個人内での対応関係は
一生変わらない。また、共感覚者には女性が
多く（調査した共感覚者の９５％以上が女性
であったという報告もある）、共感覚者の一
等親血縁者にも共感覚者がいる可能性も高
く、遺伝的要因もあると考えられている。 
 過去２０年以上に渡り、視覚的注意や物体
認知の分野の研究に携わってきた経験を踏
まえ、最近では、視覚に限らず、聴覚や触覚
との情報統合に関する研究にも発展させて
いる経緯から、感覚間や特徴間の相互作用と、
大脳における機能局在との関係を認知心理
学的に理解する重要性を強く認識していた
背景があった。 
 

２．研究の目的 
 日常的な視覚認知を総合的に理解するに
は、様々な情報との同期や干渉を含めて分析
する必要がある。ここでは、複数の知覚特徴
や記憶表象が関与する情報統合メカニズム
を、個人差を考慮した認知心理学的研究によ
って明らかにすることを目的とする。情報統
合の特性を深く分析するために、共感覚的認
知を中心とする新たな観点から、脳内情報処
理における相互作用の存在意義を明らかに
する。共感覚とは、音を聞いたり、数字を見
たりすると、色を感じるなど、２つ以上の感
覚が統合する認知現象を指す。特に、共感覚
を必ずしも特殊な集団による特殊な認知と
とらえず、感覚間のバランスの偏りが共感覚
を生起させるという仮説に立って取り組む
ところに特色がある。共感覚に対する正しい
理解を目指し、得られた研究成果を一般にも
積極的に発信する。最終的に、共感覚に関す
る国内の認知心理学的研究センターとなる
ことを目指す。 
 
３．研究の方法 
 研究目的を達成するために、共感覚の研究
基盤の確立、色字共感覚に関する研究、共感
覚的認知の一般性に関する研究を行う。イン
ターネットによる共感覚者募集によって真
の共感覚者を選び出すスクリーニングを行
う。共感覚実験では、多字種を有する日本語
の特性を利用する色字共感覚に関する実験
計画に特色がある。また、非共感覚者の共感
覚的認知に関しても、個人差を元にした分析
研究を進める。 
 
４．研究成果 
 第１に、共感覚の研究基盤を確立した。基
盤として整備する必要があったのは、共感覚
者の確保手段である。インターネットの募集
(http://www.l.u-tokyo.ac.jp/AandC/synes
thesia/)を行い、５０名以上の日本人の色字
共感覚者の協力が得られた。その際、似非共
感覚者（精神疾患や薬物中毒者など）を事前
のスクリーニングによって排除し、真の共感
覚者を見つけ出し、彼らの協力のもと、厳密
な実験室実験に取り組んだ。インターネット
による共感覚者募集では、共感覚色に関する
アンケート調査と共に、いくつかの文字に対
する共感覚色の選択を課し、ランダムに呈示
されるが、繰り返される文字に対して安定的
に共感覚色を回答できるかどうかで、スクリ
ーニングを行った。 
 第２に、共感覚に関する実験研究の実施で
ある。すでに様々な種類の共感覚が存在する
ことが知られているが、無彩色の文字に対し
て 色 知 覚 が 励 起 さ れ る 色 字 共 感 覚
(Color-graphemic synesthesia)を取り上げ
る。このとき、日本語の特性を利用する実験
に特色がある。日本語は多字種を用いる特殊
な文字体系を持っているが、共感覚が文字の
形状、読み、意味などの特徴とどのように関



連しているのかについて、体系立てた研究は
未だに行われていなかった。たとえば、平仮
名と片仮名の色の対応、偏や旁による色の対
応、漢字の読みや意味の同一性による色の対
応など様々な要因を実験的に調べることに
より、日本人共感覚者の多様性が日本語とい
う多字種言語の使用に由来するかどうかを
確認することができる。共感覚者に関して、
平仮名、片仮名、漢字の共感覚色を１３８色
の色パレットから選択してもらったところ、
３ヶ月から半年の空白期間をおいても共感
覚色は非常に安定していることが分かった。
なお、共感覚色の安定性は、反復によって得
られる共感覚色間の CIE L*a*b* 色空間にお
けるユークリッド距離で定量的に比較する。
但し、共感覚者が答えた共感覚色は個人特異
的(Laeng, Svartdal, & Oelmann, 2004; Ward, 
Li, Salih, & Sagiv, 2007)であるので、で
きるだけ共感覚者数を増やした本格的な実
験研究を行った。また、色調や色の濃淡など
に関する共感覚者の反応は極めて厳密であ
るので、そのような反応を正確に収集できる
ような精緻な実験を実施した。文字と色を結
びつけている要因を同定した結果、様々な経
由処理によって日本語の多様な共感覚が生
起していることが明らかにできた。共感覚の
生起メカニズムに関して、文字学習の発達過
程も考慮したモデルを提案した。また、色字
共感覚に関して、個人特異的な反応体系を、
色字共感覚の分類に従って進めた。これまで
も共感覚の分類が検討されているが、その中
で連想型と投射型という分類(Dixon et al,. 
2004)や、更に詳細な分類に着目した。この
ような共感覚者の分類と、共感覚色の関係に
関して調べた。 
 第３に、共感覚的認知に取り組んだ。非共
感覚者の視覚情報処理においても様々な属
性と相互作用する可能性、すなわち共感覚的
な認知の可能性を調べる。但し、非共感覚者
は無彩色の文字に色がついて見える訳では
ないので、工夫が必要である。たとえば、ブ
ーバ／キキ効果は、共感覚的認知の代表的な
現象であるが (Ramachandran & Hubbard, 
2003)、1929 年にゲシュタルト心理学者のケ
ーラー(Wolfgang Köhler)もすでに同様の現
象（Malima/Takete effect）を報告している。
丸みを帯びた滑らかな曲線で囲まれた図形
と、直線で囲まれた鋭く尖った図形について、
ブーバとキキどちらであるかを選択させる
と、母語や年齢の違いに関係なく、98%の人
たちが丸みを帯びた図形をブーバ、尖った図
形をキキだと答える。これは、言語音と視覚
的な形の共感覚的な現象と考えることがで
きる。このような現象から、共感覚者と非共
感覚者という２分法的な見方をするべきで
もなく、共感覚的性向が連続的に分布してい
ると考えた方が妥当だと仮定し、7 千人を超
える共感覚に関する意識調査を実施し、詳細
な分析を進めた。 
 第４に，色と文字の共感覚的認知ではなく、

色と日常物体の連想関係について、色嗜好の
観点から研究を行った。Palmer & Schloss 
(2011)による生態学的誘発理論を元に、 日
本人の色嗜好に関する研究を進めた。その結
果、色嗜好には文化差があると共に、色と日
常物体の連想関係の強さにも文化差がある
ことが分かった。 
 第５に，共感覚に対する社会の正しい理解
の醸成を目指し、成果を正確に国内外に積極
的に発信することを心がけた。日本心理学会
第 77 会大会において、日本人の色字共感覚
と題するシンポジウムを企画し、共感覚研究
者が一堂に会し.最新の研究について，議論
を深めた。また、一般人への発信として，日
本科学未来館におけるクラブ Miraikan イベ
ントに参画し、「共感覚〜あなたは世界をど
う感じますか？」と題する講演を行った。 
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